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日
本
の
が
ん
保
険

の
概
要

　
長
年
、
日
本
は
が
ん
治
療

の
発
展
の
最
前
線
に
立
ち
、

そ
れ
ゆ
え
、
が
ん
保
険
の
販

売
が
成
功
を
収
め
て
き
た
。

保
険
会
社
は
、
が
ん
に
よ
る

大
き
な
経
済
的
負
担
を
保
障

す
る
多
様
な
商
品
を
提
供
し

て
い
る
。
日
本
の
が
ん
保
険

の
特
徴
は
、
シ
ン
プ
ル
で
あ

り
な
が
ら
総
合
的
な
保
障
を

重
視
す
る
点
に
あ
る
。
大
半

の
が
ん
保
険
は
終
身
型
で
、

人
気
の
が
ん
診
断
給
付
金
、

が
ん
治
療
給
付
金
に
加
え
、

最
近
で
は
自
由
診
療
等
の
保

障
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
が

ん
診
断
給
付
金
は
、
が
ん
の

診
断
や
治
療
の
際
に
一
時
金

の
給
付
を
提
供
す
る
一
方
、

が
ん
治
療
給
付
金
は
、
治
療

中
（
例
：
手
術
、
化
学
療

法
）
に
月
額
給
付
を
支
払

う
。
自
由
診
療
で
は
最
大
１

億
円
の
保
障
が
提
供
さ
れ
、

公
的
医
療
制
度
で
は
カ
バ
ー

さ
れ
な
い
が
ん
の
先
進
的
な

治
療
に
対
し
て
実
際
に
負
担

し
た
医
療
費
を
支
払
う
。
消

費
者
は
が
ん
保
険
を
通
し

て
、
安
心
と
経
済
的
保
障
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
た
な
ト
レ
ン
ド
：

液
体
生
検
と
生
存
率

の
改
善

　
医
療
技
術
の
変
化
に
よ

り
、
保
険
会
社
は
、
が
ん
保

険
の
今
後
の
行
方
を
左
右
す

る
二
つ
の
ト
レ
ン
ド
、
す
な

わ
ち
、
液
体
生
検
の
普
及
と

生
存
率
の
改
善
を
注
視
す
べ

き
だ
。

液
体
生
検
：
が
ん

発
見
の
ゲ
ー
ム
チ

ェ
ン
ジ
ャ
ー

　
従
来
の
生
検
は
組
織
標
本

を
採
取
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
液
体
生
検
は
、
血
液
や

尿
、
脊
髄
液
等
、
体
液
を
分

析
す
る
非
侵
襲
的
な
方
法

だ
。
革
新
的
な
点
は
、
が
ん

細
胞
が
血
流
等
に
放
出
し
た

Ｄ
Ｎ
Ａ
や
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
検
知

し
、
分
析
す
る
こ
と
に
あ

る
。
症
状
が
現
れ
る
前
に
が

ん
を
特
定
す
る
こ
と
で
、
液

体
生
検
は
、
理
論
上
、
治
療

が
可
能
な
ス
テ
ー
ジ
で
が
ん

を
発
見
す
る
こ
と
に
な
り
、

早
期
治
療
に
よ
り
患
者
の
予

後
が
劇
的
に
変
化
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。
医
療
機
関

は
、
治
療
後
の
が
ん
の
有

無
、
治
療
方
法
に
対
す
る
耐

性
等
、
患
者
個
別
の
が
ん
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
治
療

計
画
の
個
別
化
や
、
侵
襲
的

か
つ
リ
ス
ク
の
あ
る
生
検
を

繰
り
返
し
実
施
す
る
こ
と
な

く
、
患
者
の
進
行
状
況
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
可

能
だ
。

　
液
体
生
検
は
、
検
診
、
診

断
、
経
過
観
察
を
変
革
す
る

大
き
な
可
能
性
を
持
つ
。
し

か
し
、
最
近
の
あ
る
調
査
で

は
、
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る

液
体
生
検
（
血
液
検
査
）
の

効
果
が
問
わ
れ
て
お
り
、
さ

ら
な
る
リ
サ
ー
チ
を
要
す
る

こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。

　
保
険
会
社
に
と
っ
て
、
液

体
生
検
の
普
及
は
が
ん
保
険

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

現
在
、
早
期
が
ん
の
診
断
能

力
は
限
定
的
で
擬
陽
性
が
多

く
、
過
剰
診
断
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
が
ん

診
断
に
よ
っ
て
保
険
金
請
求

の
高
ま
り
、
商
品
の
持
続
性

へ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
前
が
ん
病
変
に
対
す
る
液

体
生
検
は
、
現
在
、
臨
床
試

験
中
で
、
診
断
の
プ
ロ
セ
ス

を
大
き
く
変
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
液
体
生
検
を
用
い

て
、
が
ん
を
発
症
す
る
リ
ス

ク
を
体
液
の
検
査
だ
け
で
予

測
で
き
、
早
期
が
ん
に
対
す

る
治
療
が
可
能
に
な
れ
ば
、

医
療
費
が
減
少
し
、
患
者
の

負
担
は
軽
減
す
る
。
ま
た
、

今
後
が
ん
の
定
義
に
、
が
ん

に
な
る
可
能
性
の
高
い
病
変

も
含
む
よ
う
に
な
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。
診
断
の
件

数
増
加
は
一
つ
の
側
面
に
過

ぎ
な
い
。
早
期
の
う
ち
に
発

見
さ
れ
る
と
が
ん
の
予
後
が

良
好
に
な
り
や
す
く
、
が
ん

生
存
者
の
増
加
、
ひ
い
て
は

２
回
目
以
降
の
が
ん
診
断
給

付
金
な
ど
、
給
付
金
支
払
コ

ス
ト
の
増
加
を
も
た
ら
す
。

が
ん
保
険
の
大
半
が
支
払
回

数
の
制
限
の
な
い
終
身
保
障

で
あ
る
た
め
、
商
品
の
持
続

性
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
。

生
存
率
の
改
善

　
液
体
生
検
か
ら
得
た
遺
伝

子
・
分
子
に
関
す
る
情
報

は
、
各
患
者
固
有
の
が
ん
特

性
に
最
も
適
切
な
標
的
治
療

や
免
疫
療
法
を
が
ん
専
門
医

が
選
択
す
る
上
で
有
益
だ
。

こ
う
い
っ
た
個
別
化
医
療
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
患
者
に
効
果

的
か
つ
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ

た
治
療
計
画
に
つ
な
が
り
、

生
存
者
の
増
加
に
寄
与
し
得

る
。
こ
う
し
た
シ
フ
ト
は
、

保
険
業
界
に
対
し
て
深
遠
な

影
響
を
持
つ
。
が
ん
に
関
す

る
従
来
の
リ
ス
ク
特
性
や
保

険
金
請
求
の
パ
タ
ー
ン
を
変

え
る
か
ら
だ
。
先
進
的
な
が

ん
治
療
薬
の
入
手
性
が
高
ま

り
、
シ
フ
ト
が
加
速
す
る
。

公
的
医
療
で
カ
バ
ー
さ
れ
な

い
先
進
的
な
治
療
や
治
療
薬

に
対
す
る
経
済
的
手
段
を
持

つ
保
険
契
約
者
に
は
、
特
に

影
響
が
大
き
い
。
生
存
者
が

増
加
す
る
こ
と
で
、
保
険
会

社
は
保
険
契
約
者
の
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
商
品
戦
略
や
査
定

手
法
を
適
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
保
障
期
間
の
延

長
、
継
続
的
な
治
療
に
対
す

る
総
合
的
な
保
障
、
リ
ス
ク

管
理
戦
略
の
革
新
等
が
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。

ア
ジ
ア
地
域
の
知
見

　
保
険
会
社
は
日
本
市
場
独

自
の
課
題
を
乗
り
越
え
る
上

で
、
海
外
保
険
市
場
か
ら
ヒ

ン
ト
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で

き
る
。
つ
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
国
や
地
域
の
が
ん
保
険
や

特
定
疾
病
保
険
の
特
徴
や
傾

向
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
世

界
の
保
険
市
場
の
状
況
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
ベ
ス
ト

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
学
習
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
日

本
以
外
の
ア
ジ
ア
の
国
々
で

は
、
多
様
な
疾
患
を
対
象
に

一
時
金
給
付
を
提
供
す
る
特

定
疾
病
保
険
の
保
障
の
一
部

に
が
ん
を
含
め
て
い
る
。
一

般
に
、
が
ん
に
対
し
て
は
支

払
回
数
の
制
限
が
設
け
ら

れ
、
将
来
の
が
ん
リ
ス
ク
の

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を
制
限

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
香
港

の
複
数
回
払
い
の
が
ん
保
障

で
は
、
保
障
金
額
の
５
倍
ま

で
支
払
う
と
保
険
契
約
が
終

了
す
る
。
同
時
に
、
保
障
範

囲
を
が
ん
以
外
に
拡
大
す
る

こ
と
で
、
分
散
化
に
よ
る
リ

ス
ク
の
低
減
を
行
っ
て
い

る
。
韓
国
で
は
、
早
期
甲
状

腺
が
ん
に
対
す
る
保
障
金
額

の
引
き
下
げ
の
動
き
が
見
ら

れ
、
過
剰
診
断
の
増
加
へ
の

対
策
と
し
て
い
る
。
同
様

に
、
中
国
で
は
特
定
の
部
位

に
発
症
し
た
が
ん
が
過
剰
診

断
や
逆
選
択
に
な
り
得
る
こ

と
か
ら
、
監
督
当
局
は
保
障

金
額
の
引
き
下
げ
を
推
奨
し

て
い
る
。

　
日
本
の
保
険
会
社
は
医
療

技
術
の
進
歩
に
対
応
し
な
が

ら
顧
客
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
を

満
た
す
よ
う
な
、
魅
力
的
か

つ
適
切
な
商
品
性
を
備
え
た

が
ん
保
険
・
特
定
疾
病
保
険

を
提
供
し
て
い
く
上
で
、
海

外
市
場
の
状
況
が
ヒ
ン
ト
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
と
め

　
日
本
の
保
険
市
場
、
お
よ

び
が
ん
リ
ス
ク
が
変
化
を
続

け
る
中
、
保
険
業
界
は
市
場

に
出
現
す
る
新
た
な
ト
レ
ン

ド
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
。
液
体
生
検
や
が
ん
の
生

存
者
の
増
加
は
、
保
険
会
社

に
と
っ
て
課
題
と
商
機
の
両

方
を
呈
し
て
お
り
、
保
険
契

約
者
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対

応
し
た
商
品
や
戦
略
の
適
応

が
求
め
ら
れ
る
。

　
将
来
を
見
通
す
保
険
会
社

・
再
保
険
会
社
は
、
世
界
の

保
険
市
場
の
知
見
を
得
て
、

そ
れ
を
日
本
市
場
の
動
向
に

適
用
し
続
け
る
こ
と
で
、
日

本
に
お
い
て
が
ん
保
険
や
特

定
疾
病
保
険
を
拡
大
・
変
革

す
る
機
会
を
得
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
個
人
や
家
族
が
総
合

的
な
経
済
的
保
障
を
最
も
必

要
な
時
に
確
実
に
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　【
チ
ョ
イ
氏
の
プ
ロ
フ
ィ

ル
】
香
港
大
学
卒
業
。
米
国

ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
会
正
会

員
。
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
や
商
品

開
発
の
分
野
を
は
じ
め
と
し

て
、
香
港
お
よ
び
東
南
ア
ジ

ア
の
保
険
・
再
保
険
業
界
で

豊
か
な
経
験
を
有
す
る
。
２

０
２
４
年
に
Ｒ
Ｇ
Ａ
入
社
。

現
在
は
、
日
本
の
お
客
さ
ま

の
商
品
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

支
援
す
る
Ｒ
＆
Ｄ
や
商
品
開

発
の
取
り
組
み
を
管
轄
し
て

い
る
。

アラウンド・ザ・ワールド

第103回

が
ん
生
存
者
の
新
た
な
時
代
へ
の
適
応

　
ア
ラ
ウ
ン
ド
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
の
１
０

３
回
目
は
、
が
ん
保
険
を
考
察
す
る
。
世
界
各
国
の
保

険
業
界
が
変
化
を
続
け
る
中
、
総
合
的
な
が
ん
保
障
の

需
要
が
顕
著
な
市
場
の
一
つ
が
日
本
で
あ
り
、
が
ん
保

障
に
特
化
し
た
商
品
の
開
発
に
お
け
る
課
題
に
貴
重
な

知
見
を
提
示
す
る
。
　
　（
Ｒ
Ｇ
Ａ
再
保
険
会
社
提
供
）

保
険
商
品
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
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